
                            １月２５日生活科学科３年課題研究発表会が教育研修所さ 

くらホールをお借りして開催されました。生活科学科の１．２年生 

と保護者（２０名ほど）が見守る中、３年間の集 

大成となる会です。例年なら保護者にも松花 

堂弁当を食べていただくなど感謝の意を尽くした 

会になる予定でしたが、昨年同様発表を見てい 

ただくだけとなりました。しかしながら会場は教育 

研修所のさくらホールという素晴らしい発表の場 

を用意できましたので、参加者全員が楽しむこ 

とができたように思います。 

 発表は７グループ。最初は「学校給食献立作 

成事業～ニラで健康レベルアップ～」で、加東 

市給食センターの協力を得て加東市内小中学 

校の給食献立を考えるというものです。試作品 

を何度も作り、量、食材の大きさ、栄養価、アレ 

ルゲン、準備状況など多くの課題を克服し､１２ 

月１５日給食提供までの過程を発表していまし 

た。２番目は「食育 スポーツ選手の食事～食 

堂と連携 体育科の昼食献立作成を通して～」 

です。この班は本校の食堂に入っていただいて 

いる山田屋さんと連携し体育科寮生の昼食お 

弁当製作の道のりを発表しました。アスリートと 

言いながらも好き嫌いもあり、量と質のバランス 

を考えるのは大変だったようですが、月に１度提 

供することができました。３番目は「コロナ禍の山 

田錦プロジェクト～地域連携で山田錦の消費 

拡大～」というテーマで、山田酒造さんとの連 

携で酒粕を使って商品開発に取り組んだ発表 

です。こちらも幅広い層へのＰＲをするための工 

夫が大変だったようですが粘り強く開発を進め、 

商品販売までこぎ着けたようです。４番目は食ビ 

ジネス選択者による「チャレンジショップで地域を 

つなぐ～さくらファーム第６次産業化の未来へ 

～」というテーマです。ここではさくらファームさん 

の協力を得てトマトとイチゴを利用した商品開発 

を行ったそうです。テストマーケティングで好評だ 

った商品を販売｡トマトとイチゴの配合を考えたり 

                                    苦労は絶えなかったようです。５番目は保育選 

択者による「劇 ブレーメンの音楽隊」です。ス 

テージを広く使って子供たちを楽しませるように言 

葉もはっきりとそして動作も大きくとても良い劇でし 

た。挨拶では感極まって涙を流すなどとても思い 

のこもった劇となりました。６番目は地方創生選 

択者による「Let‘s liven up Kato～私たちの町を私

たちの手で～」で、これは３学科合同発表会で発表された内容と同じものです。ＳＤＧ’ｓを意識してもち麦の茎
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でストロー製作や株式会社マルヤナギ小倉屋さんとの連携で商品開発した「スープで食べるもち麦和だしカレ

ー」など近畿経済産業局長賞を受賞した班の発表でした｡最後７番目は「かとう憩いの森体験バスツアー～ 

故郷以外に帰りたい風景を持っていますか? 

～」です。こちらも３学科合同発表会で発表 

された内容ですが、加東市と言えば○○とい 

う特産品や名所についてもっとＰＲが必要であ 

ることを強調していました。ツアー企画も家族 

旅行をターゲットに自然体験を交えながら､ 

さらには地域の食材を活用しＰＲしながらの企

画でしたので、もっと広範囲に広報していくことが求められていると思います。今後も継続してツアー企画に後

輩たちが取り組んでくれることでしょう。 

 すべての発表が終わり、家庭クラブ代表の大西さんの挨拶は、涙ながらの後輩へのメッセージとなり、思っ

たような実習や活動ができなかったことの残念な気持ちとそれでも３年間できる事はやってきた達成感から思い

がこみ上げてきたのだと思いました。安好先生が保護者に向けて、「学校でできない分、家庭での活動も増え、

保護者に協力いただいた事への感謝とそのことで技術的には大きく伸びて生徒が成長した」という話をされたと

きには学校だけで工夫してきたわけでなく、生徒、保護者一体となっての教育活動だったということに改めて気

づかされました。地域、地元企業、事業所を巻き込んでの研究は今後も続いていきますが、生活科学科なら

ではの今後の発展にも期待したいと思います。皆さんお疲れ様でした。２６日は３年生は校外実習で「井づつ

や」に行き、特別非常勤講師の井上料理長の料理を味わってきたようです。 

 さて、１月も最終週に入りましたが、新型コロナ新規感染者はさらに増え続けている状況です。近隣の小中

学校でも休校や学級閉鎖、学年閉鎖が出ており、ご家庭でも心配されていることと思います。感染力の強さ

は今まで以上ではありますが、私たちにできる事はマスク着用、密を避ける、マスクを外す際の行動など基本

的なことしかありません。感染の多くはマスクをはずした食事の場面での会話とも言われています。今一度生活

様式を見直し、感染防止に努めましょう。よろしくお願いします。 

 

※お知らせです。令和元年度に東京オリンピック・パラリンピック講演会で本校に講演に来ていただいた岡本

圭司さんが、北京パラリンピック日本代表に選ばれたそうです。２７日朝連絡がありました。大きな事故によるケ

ガを乗り越えての出場に敬意を表しますとともに健闘をお祈りしたいと思います。 

    


